
区のまちづくりに関するワークショップ結果まとめ 
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１．実施概要 

（１）実施日時・場所 

■中区（全体） 

日時：平成 28年 3 月 21 日（月）13：00～16：00 

場所：中区役所 

（２）参加対象者および参加者数 

区内在住・在勤・在学の高校生以上の方 

10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代
80 代
以上

不明 合計

5 2 1 3 4 8 5 1 2 31 

（３）ワークショップの進め方 

４～５人のグループに分かれて、「活用したい区の資源」、「解決すべき区の課題」、「課

題解決に向けた方向性・アイデア（市民、行政等の多様な主体が実践すること）」につ

いての意見を出し合うグループワークを行いました。 

また、最後に、参加者が個別に記述した「理想とする区の姿」を掲示し、それぞれの

参加者が共感できる「理想とする区の姿」に投票しました。 
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２．活用したい区の資源 

（１）場所・景観 

活用したい区の「場所・景観」については、「自然」（23 件）や「名所・史跡」（14 件）、

「施設」（11 件）に関する資源が多く挙げられました。

分類 資源名称（主なもの）
百間川グランド（テニスコート他スポーツ施設）
中央公民館
図書館
夢路郷土美術館
就実の森
東山公園
奥市公園のグランドの桜
岡山東商業高校
就実大学
山陽学園
朝日高校
操山高校
三勲神社、沖田神社、護国神社
備前総社宮
曹源寺
四御神の大神神社
用水ホタル、しだれ桜
沖新田干拓
金蔵山古墳
湊臼山古墳（前方後円墳）
明善寺合戦
三蟠鉄道
岡山港（夕焼けと朝焼け）
湯迫温泉
操山（里山センター）、龍ノ口山（グリーンシャワー、古墳）
百間川緑地
ホタル（高島）
路面電車
バスの便が良い
JR駅への利便性
中心部に行くのに便利（ふれあいセンターに行くのはかなり不便）
中区の中央に操山があり南北に分かれている（交通軸）
藤原町内のスーパー跡地
ランニングコース

交通
（6件）

その他
（2件）

施設
（11件）

公園
（3件）

学校等
（7件）

寺・神社
（6件）

名所・史跡
（14件）

自然
（23件）
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（２）ひと（人材、組織） 

活用したい区の「ひと（人材、組織）」については、「市民」（11件）や、特定の「著

名人」（10 件）に関する資源が多く挙げられました。 

（３）もの（特産品、食、工芸等） 

活用したい区の「もの（特産品、食、工芸等）」については、「水産品」（5件）、「そ

の他食べ物」（5件）に関する資源が比較的多く挙げられました。 

分類 資源名称（主なもの）
甲本ヒロト
竹久夢二
内田百間
原田マハ
江草安彦
沖新田一座
岡山東商の生徒、先生方
読み聞かせボランティアなど自主的な活動に協力的な人がいる
地域見守り隊が多く登下校を見守ってくれる
おじさんリタイヤ組
地縁のなかった人たちが多く住んでいる
少年野球チーム（多数）
キッズビジネスタウンokayama（岡山ふれあいセンター）
地域づくり会議
町内会（子ども会）
あいさつ運動（東山地区）
電子町内会
絵本の納屋
ヤンマー工場
林原生物研究所
廣榮堂

著名人
（10件）

市民
（11件）

地域活動
（8件）

企業
（4件）

分類 資源名称（主なもの）
沢田の柿
オリーブ塩
お米（雄町米、朝日米）
ままかり
しじみ
青鰻
ふな（ふな飯）
ぶどう
大滝餅
大手まんじゅう
酒米、清酒
水
雄町の冷泉
キジ
焼き肉屋の数
岡山東商業高校の商品開発

農産品
（3件）

水産品
（5件）

その他食べ物
（5件）

その他
（3件）
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（４）こと（行事、風習等） 

活用したい区の「こと（行事、風習等）」については、イベント（7 件）が最も多く

挙げられました。 

分類 資源名称（主なもの）
玉井宮　輪くぐり、秋祭りのだんじり
晴れの国岡山駅伝
操山フェスタ
操明桜まつり
小学生和太鼓

伝統
（1件）

古くからの地名

その他
（1件）

点字ブロック

イベント
（7件）
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３．解決すべき区の課題、課題解決に向けた方向性・アイデア 

（１）産業・観光 

（２）道路・公共交通 

課題 課題解決に向けた方向性・アイデア

歴史・観光資源のＰＲ不足
・歴史ある街であることを知らない
・岡山港の活躍（瀬戸内芸術祭の岡山での認知が低い）
・観光資源のPR不足、観光資源の認知度が低い、史跡の案内、PRがない

・史跡の案内、PRがない
・古墳がたくさんある

・岡山港空地での大企模青空市場（魚・野菜他）

・史跡、文化施設、特産品のPR
・情報発信のありようを工夫
・地域資源のPRをたくさんする
・グルメマップ作成

雄町米のＰＲ
・雄町米の酒

課題 課題解決に向けた方向性・アイデア

交通マナーの向上
・交通マナーの教育、交通アクセスが悪い

・車のマナーが悪い
・交通マナーが悪い、ウィンカーを出さない、赤信号での走行
・東商の前の通りの細い道から急に車が出てきて危ない
・広い道路での横断歩道外での横断
・見通しの悪い所がある

バス利用環境の改善
・富山学区から中区役所へのバス不便
・南北交通不便、公共交通の不足、南部から区役所へ行くバス便がない
・バスの時間が遅れる

・路線バス料金の値下げ、マイクロバスによりバス路線の充実（南部）、中区コ
ミュニティバスを区内に運行する

生活道路の改善
・細い旧道の往来（多い交通量）、道がせまい（橋の所）、歩道がせまい
・JR駅からの歩行コースがない
・通学路がガタガタ

・見通しが悪いところがある
・通学路が危険
・車がないと不便、子どもにやさしくない

・東山峠を広げる
・旭川さくら道沿い大規模宅地の処分に合わせた道路拡幅（これ以外の地区
でも）

・操山にトンネルを！
・操山の整備（木が大きくなりすぎている）
・細い道路の一方通行化（歩道の整備）
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（３）保健・福祉、子育て・教育 

（４）防災・防犯 

課題 課題解決に向けた方向性・アイデア

高齢者福祉の充実
・単身高齢者世帯の増加
・旧新興住宅地のブロックごとの高齢化
・高齢者福祉のありかた
・高齢者向けのスポーツ施設、高齢者が暇をつぶす場所がない
・デイサービスの場所がわからない
・地域支援センターの利用方法とかサービスの内容が住民に人に伝わらない

地域医療体制の充実
・総合病院がない
・町医者の不足

地域での共助機能の低下
・地縁が薄い⇒共助的機能が低い

地域での子どもの居場所づくり
・子どもの預ける場所、子どもセンター

・小さな子どもが安全に遊べる場がない
・東山の周辺で学校帰りに遊べるところが少ない
・公園でボール遊びができない、子どもが遊べる大きい公園が無い

・子ども会の活性化、少子化で子ども会の運営が難しい

・子どもが集まって安全に遊べる場所を
・操山を中区のセントラルパークに！地域でも小径を整備したり植樹をしてい

る、子どもが安心して探検できたり、木登りしたりできる子どもパークを作る
・龍ノ口山・操山に自然と触れ合える「わんぱくパーク」を設立、子どもと大人の
交流
・こども食堂

保育園・幼稚園の充実
・幼・保育園不足、入りずらい、宇野幼稚園の年少組がない
・共働き家庭の増加

図書館の充実
・図書館設置
・図書館がない（北側の方）幡多・高島方面、図書館未整備（県立図書館へ行くからか）特

に宇野・三勲学区、中区には図書館がない、陸運局跡地に公民館図書館を

・図書館と併設サロンでふれあいの場

家庭・学校・地域が協働した教育力の向上
・中学校区地域協働学校の意見交換の場が少なく地域と学校と家庭の交流をもっと図る場
が欲しい
・学校家庭を中心に、塾は要らない

・各学校の孤立化
・小・中学生の学力低下
・不登校が多い気がする

・自ら学ぶ環境を小さな頃から作る

・高齢者参加の子育て支援策
・地域の問題を学校の授業に取り上げてもらう
・高齢者の方を語り部（講師）として学校にきてもらう
・語り部さんがいないので増やしてみる

学童保育の充実
・学童保育スタッフ不足、場所が狭い、子どもが毎年増えている

課題 課題解決に向けた方向性・アイデア

地域防災力の向上
・自主防災意識の向上、防災意識
・防犯対策では地域の力が効果があるが出来ていない
・南海トラフ、地震、津波、防災、減災、災害、浸水対策



- 7 - 

（５）生活・環境、市民サービス 

（６）特色ある地域づくり 

課題 課題解決に向けた方向性・アイデア

買い物の利便性向上
・中区には大型百貨店、大型スーパーがない
・商店街がないので買い物が不便
・調整区域が多い為開発が遅れている

スポーツできる場所の充実
・スポーツ体育館がない
・グランドが少ない

・気軽に入れるスポーツ施設がない
・インドアスポーツ施設がない
・公園禁止の物の多さ、トイレが汚い

・文化・スポーツの総合施設の設営
・図書館・インドアスポーツの施設を備えた複合型文化スポーツ施設の整備
・自由に学べる場所、図書館体育館を作ってほしい

・旭川・百間川・児島湾堤防のサイクリングコース
・児島湾のヨットレース
・旭川堤のランニングコース化
・総合型地域スポーツセンターの設立支援
・運動公園のような大きな公園を作る（建物でなくても）、岡山港・百間川周辺・
高島の親水公園・スポーツ公園、野球サッカーができるような高いネットがある

大きな公園をつくってほしい

街灯整備
・街灯整備
・百間川堤防の照明灯の未整備
・防犯灯のない道路

空き家対策
・空き家増加

・空き家が増えてるので活用して高齢者が集える場所を！（サロン）
・空家活動、地域の場に空家を利用して高齢者の集う所を！（サロン）

用水の安全対策
・（藤崎の辺）用水等の柵が無く危ない、水路が多く死亡事故などがある、転落事故、ゴミ
抜き、ガードレールが無い

課題 課題解決に向けた方向性・アイデア

地域での交流の機会・場の減少
・おとなりさんや地域の連携・交流がない（近所づきあいがない）
・世代超えた交流の場が少ない、長年住んでいる人と新しく住んだ人の交流が少ない
・近所付き合いが薄くなった

・町内（新旧世帯）近隣の交流
・学区・町内会への参加
・家族葬の増加（町内で誰が無くなったか把握できない）

・集まれる場所がない
・つどいの場がない（開放的な）
・地域交流の場が少ない（祭り等）

・人と人との繋がりを作る行事やきっかけ、遠慮せず一歩踏み込んで人と交流
してみる、人は多くいる⇒交流があれば力に、学生と地域住民が交流する機
会を（ワークショップも良い）

・世代間交流できる場を増やす
・操山　市民交流
・リーダーを育てる　若者に譲る

・市民合意の政策形成
・話し合う場作りの手助け！
・「中区」の挨拶運動を行う

・地域活性化の為に大きい祭りをしてたくさんの人との交流を深める
・うらじゃのような大きなイベントを作っていく（交流・活性化）
・中区内各小学校区の特色あるイベント開催
・玉井宮だんじり祭りの復活
・公民館をもっとPRして活用してもらう
・大学生と地域の交流の場づくり
・学校（各種）センターとして地域の人の活躍の場とする
・歴史自然活動を活かした地域活動
・単位町内会活動
・見守り隊を増やす
・ESDの発表の場づくり（活性化）
・ワークショップ後の行動
・サロンを町内単位で作ってほしい
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４. 理想とする区の姿 

No 理想とする区の姿 得票数

1
豊かな自然が多い中区の特性を生かし、子育てがしやすい。若者がのびのびと老人に気を配り、区民皆が安心して生活できる中
区に！

10

2
家庭⇒（地域）町内会（子ども会）の連携、講習⇒そして小学校区・中学校区⇒中区⇒岡山市へと繋がっていくと思うので、まずは
町内会ごとに交流を深め、隣近所の人達が交わるところからスタートかな！！

9

3 人と人とのつながりを大切にし、災害などが起きても対策がきちんと出来ていて安心して生活のできる区 9

4 気軽に話せる、お互いを認め合うあたたかい町　子ども達が戻ってきたい！！と思う町・人づくり 9

5 中区が一体化するには操山にトンネルを掘る事 8

6
区全体で参加型の交流・意見交換をして、共通の情報・認識を共有して方向を定め、いつでもみんなが気軽に参加できる場（行事
等）を創りたい

7

7
①百間川河川敷を活用した、スポーツによる地域活性化を目指す
②広報の充実（広報誌）

6

8 話し合う場がある、コミュニケーションしやすい町になってほしい。単位は町内会に限らずいろいろなバリエーションを可能にして。 6

9 世代を超えて、交流し、助け合える、温かい地域 6

10 今住んでいる地域の助け合い、支え合いで、安心して暮らせる場所 5

11
現在、岡山市全域で様々な事が禁止されています（路上でダンス、歌う、花火、絵書き等々）。なので、そのような事をしていると
警察の方々に補導されてしまいます。私は、岡山出身の素晴らしい芸術家を多く知っています。禁止を解き、管理する団体を作り、
もっと中区に芸術を増やし岡山を芸術方面で活気づけたいと思います。

5

12 高齢者は自宅近くの空家を改造したサロンに暇つぶしに出かけることが出来る学区にしてほしい 5

13 地域　交流　住民　日本一（住む場所としての中区） 4

14 学区ごとで（近くに）通うことのできる病院・グループホーム・デイサービスのある区 4

15 老人と子どもが共存できる街　一緒に学び一緒に遊べる「おはよう」から始まる街づくり 4

16 世代とか関係なく全員で助けあえる街 4

17 スポーツ＋遊びなどでいろんな人が集まって笑い合える場所が多い区 4

18 お年寄りと子どもがふれあえる、楽しくて生きがいがある地域づくりが出来る区 4

19 自分の住んでいる地域が好きで、顔の見える付合いのできる街 4

20
①災害時の対策がしっかり出来ている
②住民同士が触れ合える場所が身近にある

4
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21 近隣の人と安心して付き合える、医院・病院が近い、買い物・生活に便利、公的機関が遠くない 3

22 まず、隣近所の方と仲良くなること。孤立しないで、ひとり暮らしになっても安心して生活のできる町になってほしい。 3

23 安心（暮らし）、安全（防災・減災）　子どもたちの明るい未来を構築する　岡山市中区の環境の持続的維持を市民協動で行う 3

24 里山と田園風景の中で、ホタル・アユモドキなどと共にのんびりゆったり暮らすことのできる街（区）づくりを！ 3

25
多くの人が集まる場所（大商業地や公園）があり、情報が統一化されている状態。お金によってではなく、市民が交流しやすい地
域。

3

26
・藤原陸運局跡地を三世代が交流できるように整備してほしい
・町内会でイベント等を増やして人々がふれ合える場を提供してほしい

2

27 それぞれの特色あふれる小地域（学区）があつまる中区　一つのイメージに固定しない 2

28 都心に近接した利便性を活かした生活環境の整った乳幼児も高齢者も住み続けられる住宅地を主とした区 2

29 自然と人が共に活きる共生のマチ 2

30 中区には歴史のある建物がまだたくさん残っているので昔の景観を活かした区になってほしい 2

31 歴史・自然・特産品をもとに区内外の老若男女が交流する公共交通の充実した活気ある区 0


